










今日は、我々が実践している相談システムの中で人をどのように受け入れているかという

こと。もう一つは更年期の女性たちに対してどのように対応しているかというお話をした

いと思っています。

まず、‘女性フォーラムの総合相談事業’という資料をご覧ください。女性たちのために

様々な支援をしていくことを目的として設立した施設で、“女が変わる、男が変わる、社

会が変わる"ということを意識して起こされた事業です。これまで歴史的な中で様々な形

で生み出されたいろいろな問題がある、その現況を踏まえて、『そこから起こってくる心

やからだや生き方に係わる諸問題を包括的に受け、問題の解決への道筋を掴むため、クラ

イアント(相談者、来訪者)の自発性と主体的努力とを効果的に発展させることができるよ

うに支援します。決して私たちが解決するのではなく、ご本人たちが自分たちの主体的な

努力で解決していただきたい、そのためにサポートしますよ』と強く押し出しています。

フォーラムが出来て6年目に入りましたが、我々のやってきたことがある程度根付いてき

たなというふうに考えられるようになりました。

どの様に実践してきたかということをお話しします。実はこの相談室をつくるために、基

礎調査をしました。これが相談室の基礎的なものになったと思っています。市民からのニ

ーズをヒアリングやアンケートなどで拾い上げました。そのリポートによると「こんな事

を相談していいんでしょうか」という相談ニーズが非常に高い。「こんな事」以外という

のは医療、福祉、行政、教育などの相談で対応できていない事柄です。例えばお金がなか

ったら福祉事務所、具合が悪かったら病院にとか分野別の相談というのは既に揃っている

訳です。そういう中で、もれている相談というのは、生活者である女性にとって、実は夫

婦の問題や家族の問題、あるいは自分自身の生き方であったりするわけです。例えば、横

浜には児童相談所はあるのですが夫婦相談所とか家族相談所はないのです。更に民間でな

ら多少はあるでしょうけれど、女性の視点に立って、というのはないんですね。

結果として我々のところにどのような相談がくるかというと、複雑で法の枠組みや制度で

解決できにくいもの、幾つもの問題が絡み合っているもの、どこに相談に行くか分からな

いもの、などです。女性フォーラムではそこのところを受けましょうということで相談事

業が開設されました。

次に、我々が大事にしてきたこと、何を基本にして相談を展開させてきたかについてお話

しします。


